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DuMA ニュースレター                                  2020年 1月 27日 

トルコ東部で被害地震発生 

 トルコ災害緊急事態対策庁（AFAD）によれば、地震は午後 8 時 55 分（日本時間 25 日午前 2 時 55

分）ごろ、トルコ東部のエラズー（Elazig）県で発生しました。これまでに２２人の死亡が確認され、1200 人

以上がけがをしたとの報告が入っています。 

米地質調査所（USGS）によれば、地震の規模はマグニチュード 6.7、震源の深さはおよそ 10キロとされ

ています。このマグニチュードですが、日本とは測定の方法が異なり、気象庁のマグニチュードですと７

ほどと考えられます。つまり熊本地震や先日発生から２５年となった阪神大震災とほぼ同じ規模の地震と

考えられます。 

 “直下型地震”というものは地震学の言葉ではなく、社会の要請から使われるようになった言葉です。

つまり、地震が人が住んでいる“下”で発生した場合、換言すれば多くの場合都市直下で発生する地震

が“直下型地震”と呼ばれるのです。地震の直上では、当然の事ながら大きな揺れとなり、必然的に大き

な被害となる事があります。 

トルコではこれまでにも繰り返し大きな地震が発生しています。これはトルコにはアフリカプレートとユー

ラシアプレートの境界が走っており、現在この地域で最も活動的なプレート境界と考えられているのが、

北アナトリア断層というものです（北アメリカのサンアンドレアス断層に相当する大断層）。 

この北アナトリア断層では、繰り返し被害地震が発生しています（下図）。 

 

特に１９９９年の地震（イズミット地震）では、1 万 7 千人あまりが死亡し、およそ 60 万人が家を喪うなど
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震源のイズミット市を中心に甚大な損害をもたらしました。そして現在トルコで最も危惧されているのが、

イスタンブール南方に広がる地震空白域です。ここは南海トラフと同じく、将来の大地震発生が確実な

場所となっており、トルコにおける“想定されている”最大の地震災害です。ここで地震が発生しますと、

首都イスタンブールに極めて大きな被害が生じる事が予想されています。いわばトルコ版「首都直下地

震」なのです。特にトルコの住宅は耐震性に乏しく、建物倒壊による大きな被害が予想されています。 

 

東北地方海域の地下天気図® 

  １２月１６日付けのニュースレターに引き続き、東北地方沖合の海域（含：一部陸域）で発生するマグ

ニチュード７クラスの地震に特化した解析です。 

 

 M タイプでも L タイプでも岩手県から宮城県沖合と、関東地方で青い静穏化の異常が発生しています。 

 前回報告させて頂いた１２月の段階の地下天気図（次のページ）による静穏化領域と比較しますと、岩

手・宮城地域における静穏化は少し収束に向かっているように見えますが、関東地方の静穏化異常は

まだ現在進行中と判断できます。 

 この海域を中心とした解析では、より大きな地震の発生可能性について焦点を当てて、パラメータチュ

ーニングを行っています。先週の１月２０日のニュースレターでは、関東地方の異常はかなり小さくなっ

ており、同じ地域で異なった結果となっています。 

 これは、気象の天気図でも同じ日に地上天気図と高層天気図があるように、どちらも正しい天気図な

のです。参考として次のページに昨年１２月１６日付けニュースレターに掲載しました地下天気図を再掲

させて頂きます。 
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